多段閾値復号法の特性評価方法について by 兼田 一幸 & 渡口 昂幸
- 1 - 
多段閾値復号法の特性評価方法について＊ 
 
兼田一幸＊＊ 渡口昂幸＊＊＊  
 
A trial of Performance Evaluations for Multistage-threshold Decoding Method 
 




















































タップ数 J が４，タップの結合位置݃௔は݃଴=0, ݃ଵ=1, 
݃ଶ=4，݃ ଷ=6である。記号⨁は排他的論理和を示す。各
遅延素子には初期状態としてゼロが初めに入力され
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図のように排他的論理和が取られ，パリティビット系
列 p = {݌଴, ݌ଵ, …}が出力される。この情報ビット xと
パリティビット pは１つの符号語 C={ x， p }を形成
する。これらの送信ビットは並直列変換器を通過した









































4 0 , 2 , 5 , 6 
8 0 , 7 , 10 , 16 , 18 , 30 , 31 , 35 
16 
0 , 6 , 19 , 40 , 58 , 67 , 78 , 83 , 109 , 















例えば，タップ数 J=4 の場合，タップの位置は݃଴=0, 





図 3 にこのタップ数 J=4 の場合のシミュレーショ
ン結果を，また，図４と図 5にタップ数 J=8と J=16 
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数 4の場合は 3.6[dB]，タップ数８の場合は 4.0[dB]，

























ܮ௜ 		ൌ 		4ܣሼሺ|ݎ௜஽|ሺ1 െ 2ܦܴ௜ሻ	  
				൅		∑ ቚݎ୧ା୥೙








の軟判定MTD復号を Soft MTDと記す。 
４．１ 情報とパリティの重みを調整したMTD 
 次に，情報ビットとパリティビットの重みを考慮し


















ܮ௜ ൌ 4ܣ ቀ		ܬ ∗ |ݎ௜஽|ሺ1 െ 2DR௜ሻ     
															൅		∑ ቚݎ୧ା୥೙
























５）。この手法を soft- MTD(IR)と呼ぶ事にする。 
ܮ௜ ൌ 4ܣ ቀ		∑ ቚܴ୧ା୥೙
௣ ቚ௃௡ୀ଴ ∗ |ݎ௜஽|ሺ1 െ 2ܦܴ௜ሻ   
																	൅		∑ ቚܴ୧ା୥೙







の soft- MTD(IR)の特性 
但し，ܴ୧ା୥೙
௣ ൌ ݎ୧ା୥೙
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